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側条施肥が水稲の生育・収量に及ぼす影響

堀内悦夫・弓達隆・杉本秀樹・佐藤亨
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側条施肥田植え法は．基肥の施用が田植えと同時に行えるので省力化が図られ．また．肥料を土中
６．８．９，１０）

に埋め込むため肥料の有効矛ﾘ用および水質汚濁防止の点からも多くの利点を持っている。
３～6.8～１１）

これを用いた栽培は各地で実施されており，なかでも東北寒冷地においては1111条施肥111植え
6.8.9.11),11）3.4）

法が稲作の省力･安定多収技術として位置づけされている。し力‘し，西１１１の報告によると、

暖地水稲における側条施肥は分げつが多く過繁茂となり，栄養生長期後半から稲体の窒素は過度に低

下して秋落症状がみられることを指摘しており．本栽培法を西南暖地に定着させるためには、解決し

なければならない問題が多く残されている。

そこで.本実験は，側条施肥田植え技術を瀬戸内地帯に導入させるための基礎的知兄を｛りる目的で，

生育・収量および地下部の様相について検討した。

材料および方法

実験は1987年に愛媛大学農学部構内の網室で行った。常法により箱育苗した水稲品種１１本晴を供試

し，栽培は肥沃な土壌を充てんしたコンクリートポット（30×3()×30cm）を用いて行ったⅧ

試験区の構成は側条施肥区（以下側条区と呼称）と全層施肥区（全層区）とを設け．名区２反覆と

した。側条区は表面水を排除した後．移植予定箇所の側方３cmに，深さ３cmの溝を設けて施肥した。

全層区は表面に施肥した後．10cmの作土とよく混合した。

肥料は複合高度化成（15-15-15）を成分量にして㎡当たりＮ，Ｐ、Ｋそれぞれ6.679を施用し，

追肥は行わなかった。移植は６月１８日に．IYi齢4.0の充実した24日苗を用い、１株１本植えでポット当

たり３株とした。

生育調査および抜取調査は７月１日（分げつ前期)，７月11日（分げつ前期)，７月18日（分げつ最
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実験結果

１．生育の経過

主要な生育時期を表－１に示した。

表－１主要な生育時期
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草丈および１株当たりの茎数の推移

を図－１に示した。草丈は最高分げつ

期ころまでは．両区とも急激な伸長が

みられたが,それ以後は緩慢となった。

茎数は最高分げつ期ころまでは両区と

も急激に増加してゆき，それ以後は両

区とも低下した。なお．草丈と茎数に

は施肥法によるちがいはみられなかっ

た。
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盛期)，７月25日（分げつ最盛期)，８月４日（最高分げつ期)．８月18日（穂ばらみ期)，９月４日（乳

熟期)，１０月20日（収穫期）の計８回行った。

地上部の乾物誼は器官別に分別し，８５℃で48時間以上乾燥して求めた。葉面積は生育中庸な’個体

の全葉面積を自動面積計(林電工ＡＡＭ－７型）で測定し，その乾物重から比葉面積(cnf/ｇ）を求め．

これを各個体の葉重に乗じて算出した。地下部は，ていねいに掘り取って水洗した根について，その

数と最長根長ならびに乾物重を測定した。以上の各調査にはｌ区当たり２ポット，６株を用いた。
２）

収並櫛成要素の調査は松島の方法に準じて行った。なお．管理は本県の栽培指針に従って周到に

行った。
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生育期間（月）

図ｌ草丈及び茎数の推移
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２．葉面積および葉身重の推移

ｌ株当たりの葉1ｍ積および葉身軍の推移を図－２に示した。葉面積は生育に伴って両区ともほぼ同

様の値で推移し,穂ばらみ期ころともに最高値に達し,それ以後は急激な低下がみられた。また．ｌ株葉
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､$;：３．生育に伴う根数，最長根長および根重の推

移

根数を図－３に示した。発根数は生育の進展に

伴って両区とも順調に増加した。側条区の根数は

全肘区に比べて多く．とくに､蚊高分げつ期ころに

なると，側条区が12％多くなって区間差は一隅大

きくなり．穂ばらみ期ころまでその差を維持した。

蚊長根長および根重の推移をlxl-4に示した。

側条区における最長根長は．分げつ最盛期ころか

ら出穐期にわたって勝った。根１１１は両区とも乳熟

期ころに雌大値がみられ，側条区は分げつ最盛期

ころから。出穂期にかけて全屑区より15～30％程

度大きい値を示したが．それ以後は側条区で小と

なった。
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側－２葉面積および葉身電の推移

生育期|川（月）

図－４最長根および根重の推移
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身１mも，葉面積とほぼ同様の推移を示した『､なお．×102

梨1ｍ梢および葉身１，は両区に篭はみられなかった。３０

－３－

４．地上部乾物重,全乾物重およびＴ／Ｒ比の推

移

地上部乾物重と全乾物重の推移を図－５に示し

た。地上部乾物函および全乾物11iは．分げつ最盛

期ころから乳熟期ころにかけて両区とも急激に増

加したが、それ以後は緩慢となった。地上部乾物

誼には､施肥法によるちがいはみられなかっ

たが、全乾物軍にはちがいがみられ，乳熟５０

期以降は側条区でやや小となった，

地上部乾物璽と地下部乾物重との比(T／質４０
R比)の推移を図-6に示した｡生育初期賀３０
から乳熟期ころまでのＴ/Ｒ比は,i‘lj区とも扇２０

ー

４～６の間で推移してし)たが、発熱の進展
１０

に伴って急激に増大した。穂ばらみ期ころ
０

までは両区にほとんど差異はみられなかっ

たが，乳熟期以後は側条区の方が高い値を

示した。
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図－３根数の推移
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生育lUllIIl（月）

図－５地上部乾物電および全乾物重の推移
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８

生育期間（月）

図－６Ｔ/Ｒ比の推移

５．収量および収量構成要素

収泣および収堂構成要素について比較した結果を表－２に示した。一穂籾数、穎花数数、粗玄米亜

および精玄米重は側条区が２～４％全層区より少なかったが，統計処理の結果はいずれの調査項目に

も有意義は認められず、両区の収位はほぼ同等と推察された。
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表－２収量および収量楢成要素

－４－

区名開/株＃－雛籾数穎(牒稔実歩合豊熟歩合千粒重粗玄米重（％）（％）（９）（ｇ/株）

精玄米ｍ

（ｇ/株）

側条施肥田植え法は，基肥の施用位置・範囲が従来の全層施肥と異なるため．水稲の生育相に多大

な影響がみられるものと思われる。そこで，本実験は側条施肥田植え機の使用を想定して，ポット柚

えした稲株の側方３cm、深度３cmに施肥した場合におけるその生育・収瞳および地下部の様相につい

て全層施肥と対比しながら調査した。

まず，地下部の生育は，両区との間に差異は認められなかった。しかし，側条区の地下部は，生育

初期から根数，最長根長および根重が全層区よりも大であったが、出穂期以後は根長，根重が小さく

なった。これらが全乾物を低下させ．Ｔ/Ｒ比を高める要因となった｡このような両区の差は以下のよ

うに考えることができる。

小野ら5)は'5Ｎ硫安を川いて生育初期における施用窒素の利用率を,側条施肥田植え方式と全隅施肥

全層区１８．３ａ。８４．９ａ・’553.7ａ．９３．２８２．２19.99２６．１ａ車２５．５ａ。

1479.2ａ

（96）

･ダンカンの多重範囲検定（５％有意水準）

８３．４

(１０２）
１７．８ａ

（97）
８３．１ａ

（98）

考察

19.97

(100）
側条区

注）カッコ内の数字は全層区に対する割合（％)。



田植え方式とを比較検討した結果，移植22日後の窒素利用率は．全層区の２％に対し側条区は６倍の

12％を示し、また，窒素の吸収並も側条区が全＃1区の約2.5倍も多く吸収したことを示している。土壌
1.7）

中の窒素濃度と茎葉の窒素含有率との間には，密接な相関関係が認められており、また．水稲の発
1.7）

根にも茎葉部の窒素含堂が深く関与している。以上のことから，側条区は全層区に比べて根に近い

位lil1に局所的に肥料が施用されているため、生育の初期段階における根城の上壌中の窒素濃度が高ま

り，窒素の吸収速度が早く，早い時期から体内窒素濃度を高め．これが根数，根重を増大したと推察

される。

側条区で出棚期以後，地下部の生育堂が低ドした原|ﾌWは，側条区では作1J沖全体に肥料が混合され
6.8）

ていないため.窒素のi肖滅が早期にみられ稲体の窒素含有率の低下となったことが一因であると考

えられる。

3.4.6.8.9.10.11）

窒素施用hiを|可一とした場合の側条区と全層区における収斌結果を通覧すると，東日本
3..1）

の高冷地では試験76件のうち80％は側条区で増収が認められている。これに対して暖地では増収に

結びつきにくいといわれている。本実験の結果も，これら暖地での試験結果と同様な傾向がみられ，

側条区，全層区でほぼ同様の収位であった。

以上のように．側条区は全屑区に比べて根の初期生育がやや良好となるなど，若干の進いはあるも

のの．生育，収敏にほとんど差はみられなかった。これより．側条施肥による田植えは．減収するこ

となく省力を図ることが可能であると思われる。

今後は施肥体系の改善や，緩効性肥料の施川を検討することで登熟期の根の活性化をはかり、増収

の方法を探っていきたい。

摘要

側条施肥田植え機の使用を想定して．ポット栽培した稲株の側方３cm,深さ３cmに側条施肥を行い．

その生育と収堂および地下部の様相を従来の全層施肥と比較した。結果は次のように要約される。

１．主要な生育時期の草丈，茎数および地上部'吃物重は，iiIljlXとの間に差異は認められなかった。

２．側条施肥区の根重は．出樋期ころまでは大であったが．それ以後は小となった。

３．収量は両区ともほぼ同等で，ｌ株当たり穎花数、登熟歩合および千粒岨にも差異はみられなかっ

た。

４．以上より側条施肥による田植えは、減収することなく，省力を達成することが可能であると思わ

れる。
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and3cmapartfromthetransplantedseedling・Growthandyieldoftheplotofrowsideapplication

werecomparedwiththoseofwholelayerplacement､Resultswereasfollows．
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grainsaswellaslOOO-kernel-weightwerenotsignificantlydifferentbetweentheplots、

４．ExaminationoftheeffectoffertilizerwhichwasappliedalonRtherowｓｉｄｅattransplanting

timeledtoaconclusionthatthedevicecanbeeffectivelyusedfromtheviewpointoflab〔)rsavinR
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